
と…5ξ≧5
　まちのうごき

人口6，317人〔一6）

　男　　3，055人（一1）

　女3，262人（一5）

世帯数1，763戸（一5）

　61年6月1日現在人口

　　　1　｝は産前月比
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　埠谷「」㌔学校では，近くの水田を壱り．五年

生全員て田植えをしました。

　これは＼理科の学習と勤労体験学習を目蔓

とレたものて、　列になりながらもち米の苗

を植えました。

　秋の収穫後にはもろつきをし．全校二重に

配ることにしています。
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昭和61年7月号
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、
つ

こ“、
つ

と報町

《衆

c
院
議
員
通
常
》

選
挙

選
挙
区
選
出
議
員

　
　
　
　
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
（
旧
地
方
区
）

こ
と
が
で
き
る
「
不
在
者
投
票
制
度
」

が
あ
り
ま
す
の
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
順
序

投
票
日
は
7
月
6
日

　
第
三
十
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

と
第
十
四
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
七
月
六
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
、

　
参
議
院
議
貝
通
常
選
挙
に
つ
い
て

は
、
昭
和
五
十
八
年
の
選
挙
か
ら
、

参
議
院
全
国
区
制
が
改
正
さ
れ
、
比

例
代
表
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
比
例

代
表
選
挙
は
候
補
者
個
人
で
は
な
く

政
党
に
投
票
す
る
選
挙
で
す
。

　
大
切
な
一
票
を
間
違
い
の
な
い
よ

う
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

o
比
例
代
表
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
全
国
区
）

　
政
党
に
投
票
し
ま
す
。
投
票
用
紙

に
は
、
政
党
の
名
称
、
ま
た
は
略
称

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
．
．

o
選
挙
区
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
地
方
区
）

　
個
人
に
投
票
し
ま
す
。
投
票
用
紙

に
は
、
候
補
者
個
人
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
、

比
例
代
表
選
出

　
　
　
議
員
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
（
旧
全
国
区
）

比
例
代
表
選
挙
は
（
全
国
を
単
位

と
し
て
）
政
党
に
投
票
す
る
選
挙

で
す
。

①
投
票
は
政
党
名
で
。
候
補
者
名
を

　
書
く
と
無
効
で
す
。

●
投
票
用
紙
に
は
政
党
の
名
称
ま
た

は
略
称
を
記
入
し
ま
す
。

●
候
補
者
個
人
名
を
記
入
す
る
と
無

効
と
な
り
ま
す
。

②
政
党
の
選
択
は
、
候
補
者
名
簿
や

　
政
策
を
よ
く
見
て
。

●
立
候
補
は
政
党
（
政
治
団
体
）
が

候
補
者
名
簿
を
提
出
し
て
行
い
ま
す
。

個
人
に
よ
る
立
候
補
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

●
候
補
者
名
簿
に
誰
を
ど
の
よ
う
な

順
位
で
の
せ
る
か
は
、
各
政
党
が
決

定
し
ま
す
が
、
そ
の
決
定
は
適
正
に

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
有
権
者
は
候
補
者
名
簿
や
各
政
党

の
政
策
を
よ
く
見
て
選
ぶ
政
党
を
決

め
ま
す
。

③
選
挙
運
動
は
政
党
が
。
候
補
者
個

　
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
選
挙
運
動
や
選
挙
期
間
中
の
政
治

活
動
は
、
す
べ
て
政
党
が
行
い
ま
す
。

●
候
補
者
と
し
て
の
選
挙
運
動
は
で

き
ま
せ
ん
。

④
当
選
者
は
、
憲
政
党
の
得
票
数
に

　
比
例
し
て
決
ま
り
ま
す
。

●
当
選
人
数
は
、
各
政
党
の
得
票
数

に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

●
当
選
人
は
、
各
政
党
の
候
補
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
た
順
位
に
よ
り
、
上

位
か
ら
順
に
決
ま
り
ま
す
。

選
挙
区
選
挙
は
（
都
道
府
県
を
単

位
と
し
て
）
候
補
者
個
人
に
投
票

す
る
選
挙
で
す
。

投
票
日
は

　
　
7
月
6
日
で
す

　
七
月
六
日
が
衆
議
院
議
員
総
選
挙

と
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日

で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
国
の
政
治

と
か
か
わ
り
な
し
に
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
の
一
票
が
、
日
本

の
将
来
と
、
わ
た
し
た
ち
の
幸
福
に

大
き
く
ひ
び
く
選
挙
で
す
。

　
あ
な
た
の
】
票
が
、
明
日
の
日
本

を
築
く
の
で
す
。

　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
、
政

治
に
参
加
し
ま
し
よ
う
。

不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
に
「
や
む
を
得
な
い

公
私
の
用
事
」
や
「
病
気
、
旅
行
、

出
産
」
等
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
不

在
に
な
り
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の

た
め
に
、
投
票
日
の
前
に
投
票
す
る

　
投
票
は
、

①
衆
議
院
議
員
総
選
挙

②
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

③
参
議
院
宮
崎
県
選
出
議
員
選
挙

④
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
貝
選
挙

　
の
順
に
投
票
し
ま
す
。

開
票
参
観
人
蔭
の

入
場
方
法

　
開
票
参
観
人
席
の
入
場
に
つ
い
て

は
、
七
月
七
日
開
票
日
の
七
時
三
十

分
か
ら
役
場
玄
関
前
で
到
着
順
に
番

号
札
を
発
行
し
、
そ
の
番
号
順
に
八

時
か
ら
抽
選
を
行
い
五
十
名
の
入
場

者
を
決
定
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。〔

問
い
合
わ
せ
〕

　
選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
ば
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

・豪・
％
、
身

＼

、
つ

こ“、
つ

と報町昭 利161　彗一一　7　，1　写）

よろしく

お願いします

東郷病院の

医師の異動

　
昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
二

年
間
内
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
河
野
幹
彦
先
生
が
、
任

期
を
終
え
て
六
月
一
日
付
け
で
県
立

日
南
病
院
に
転
勤
に
な
り
ま
し
た
、

そ
の
後
任
に
、
同
じ
日
南
病
院
か
ら

山
．
兀
香
代
r
先
生
が
赴
任
さ
れ
六
月

二
日
か
ら
小
児
・
内
科
の
診
療
に
当

っ
て
お
ら
れ
ま
す
．
、

　
山
．
兀
先
生
は
自
治
医
科
大
学
の
三

期
生
で
昭
和
五
雲
五
年
三
月
に
卒
業

さ
れ
、
そ
の
後
の
経
歴
は
次
の
と
お

り
で
す

一、

ｺ
和
五
十
江
年
六
月
か
ら
五
十

　
　
六
年
二
月
ま
で
県
立
宮
崎
病
院

　
　
勤
務

一
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
か
ら
五
十

　
　
九
年
五
月
ま
で
椎
葉
病
院
勤
務

　
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
か
ら
六
卜

　
　
年
三
月
ま
で
自
治
医
科
大
学
で

　
　
研
修

　
、
昭
和
六
卜
年
六
月
か
ら
今
年
五

　
　
月
ま
で
県
立
日
南
病
院
勤
務

　
先
生
は
、
大
変
診
療
熱
心
な
方
だ

と
の
評
判
で
今
後
の
活
躍
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

鷲
婆
、

　　麟『・

山元香代子医師

〔
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ
〕

　
六
月
一
日
付
け
で
、
河
野
先
生
の

後
任
と
し
て
参
り
ま
し
た
山
元
香
代

子
で
す
。

　
内
科
・
小
児
科
担
当
で
す
。
出
身

は
都
城
で
す
．
．
昭
和
五
十
五
年
に

自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
県
立
宮

崎
病
院
で
二
年
間
の
研
修
を
う
け
、

椎
葉
村
立
病
院
に
二
年
間
勤
務
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
大
学
の
小
児
科
の
教
室

で
し
ば
ら
く
勉
強
し
た
後
、
県
立
日

南
病
院
に
約
一
年
間
勤
務
し
、
東
郷

町
立
病
院
へ
参
り
ま
し
た
。

　
山
や
緑
が
き
れ
い
で
、
空
気
が
お

い
し
く
、
と
て
も
い
い
所
だ
と
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
外
来
、
病
棟
、

往
診
と
忙
し
く
、
ま
だ
な
か
な
か
こ

ち
ら
で
の
仕
事
に
慣
れ
ま
せ
ん
が
、

じ
っ
く
り
腰
を
す
え
て
、
　
】
生
懸
命

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
面
向
國
陰

　　

@　

ﾂ
薗
瀞
圏
蹴
る

　　

@　

@　

@　

@　

@　

n
旭
囲
範

　
日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
。
人
間
に

と
っ
て
は
過
ご
し
に
く
い
気
象
条
件

で
も
、
微
生
物
や
細
菌
が
増
え
る
に

は
最
高
の
条
件
な
の
で
す
。

　
な
か
で
も
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す

細
菌
は
、
七
、
八
、
九
月
に
猛
威
を

ふ
る
い
、
一
年
間
に
発
生
す
る
食
中

毒
の
六
～
七
割
が
こ
の
時
期
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

＜
冷
蔵
庫
の
過
信
は
い
け
ま
せ
ん

　
食
中
毒
防
止
の
三
原
則
は
①
清
潔

②
じ
ん
速
③
加
熱
と
冷
却
ー
ー
毎
日

の
食
卓
を
守
る
た
め
に
も
、
家
庭
で

で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
■
　
清
潔
　
■
■
■
■
■
■
■
■

　
　
細
菌
を
つ
け
な
い

　
食
中
毒
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

ま
ず
細
菌
を
つ
け
な
い
こ
と
で
す
。

調
理
を
す
る
前
に
は
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
見
た
目
は
き
れ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
”
細
菌
の
す
み
か
”

な
の
で
す
。

　
ま
た
化
膿
し
た
傷
口
や
お
で
き
の

な
か
に
は
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る

細
菌
が
い
ま
す
。
指
に
切
り
傷
や
お

で
き
が
あ
る
と
き
は
、
指
サ
ッ
ク
な

ど
で
傷
口
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

　
ま
た
食
器
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な

ど
の
調
理
器
具
は
、
次
に
使
う
と
き

の
た
め
に
熱
湯
消
毒
や
天
日
乾
燥
を

し
て
、
清
潔
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
■
　
じ
ん
速
　
■
■
■
■
■
■
■

　
　
調
理
し
た
ら
す
ぐ

　
　
　
　
食
べ
る

　
夏
は
暑
さ
で
食
品
が
腐
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
調
理
の
仕
万
に
も
、
工

夫
が
い
る
季
節
で
す
．
．

　
食
品
を
買
っ
て
き
た
ら
、
常
温
に

長
く
置
か
ず
、
手
ぎ
わ
よ
く
調
理
し

ま
し
ょ
う
。
と
く
に
魚
な
ど
の
生
の

食
品
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
調
理
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌

が
増
え
る
に
は
、
あ
る
程
度
の
時
間

が
い
り
ま
す
。
調
理
し
た
も
の
は
早

く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
食
べ
残
し
て
時

間
の
た
っ
た
も
の
は
、
な
る
べ
く
捨

て
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

こ
と
が
食
中
毒
を
予
防
し
ま
す
。

■
■
　
加
熱
と
冷
却
　
■
■
■
■
■

　
　
冷
や
し
て
増
や
さ
す

　
　
　
　
熱
し
て
殺
す

　
細
菌
は
熱
に
弱
い
も
の
で
す
。
六

五
度
以
上
で
加
熱
す
る
と
、
た
い
て

い
の
細
菌
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
冷
却
は
細
菌
を
増
や
し
に
く

く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
グ
ン
と

冷
凍
す
れ
ば
、
細
菌
は
ま
っ
た
く
増

え
ま
せ
ん
。

　
加
熱
と
冷
却
を
う
ま
く
使
っ
て
、

細
菌
を
よ
せ
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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農
伶
丁
の
ポ
イ
ン
ト

病
害
虫
駆
除
は
早
目
に

　
早
期
水
稲
は
、
七
月
初
旬
は
穂
ば

ら
み
期
で
、
七
月
五
～
八
日
頃
に
は

出
穂
が
始
ま
り
ま
す
一
早
期
水
稲
の

出
穂
期
は
、
病
害
虫
防
除
の
重
要
な

時
期
で
、
仕
上
げ
防
除
の
時
期
と
も

註
っ
て
い
ま
す
．

一、

芬
�
｢
も
ち
病
、
も
ん
が
れ
病

　
穂
首
い
も
ち
病
の
防
除
は
、
穂
ば

ら
み
期
（
出
穂
三
～
五
日
前
）
に
下

間

轡1

温水深水潅断

口
聡糊厳

穂の
翁
が

葉
の
い
も
ち
病
か
ら
夜
間
に
い
も
ち

病
の
胞
子
が
飛
散
し
て
、
出
穂
間
も

な
い
稲
穂
を
お
か
し
ま
す
の
で
、
下

庄
に
十
分
薬
が
か
か
る
よ
う
散
布
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
．
．

　
又
、
胞
子
は
広
範
囲
に
飛
散
し
ま

す
の
で
、
集
落
ぐ
る
み
の
一
斉
防
除
・

共
同
防
除
が
大
切
で
す
．

　
も
ん
が
れ
病
は
、
高
温
多
．
湿
の
条

件
下
で
病
菌
が
活
性
化
し
ま
す
．
．
こ

の
時
期
に
予
防
と
治
療
を
兼
ね
た
防

除
が
必
要
で
す
、
．
も
ん
が
れ
病
が
発

生
し
ま
す
と
倒
伏
の
原
因
に
な
っ
た

り
、
又
、
下
葉
の
枯
上
り
で
登
熟
不

良
と
な
り
ま
す
の
で
、
も
ん
が
れ
病

の
出
て
い
る
株
元
に
薬
が
レ
分
か
か

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
、

　
薬
剤
は
ヒ
ノ
バ
リ
ダ
シ
ン
粉
剤
か
、

バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
六
C
⊂
倍
と
、
ヒ

ノ
ザ
ン
乳
剤
】
、
○
○
○
倍
液
を
混

合
し
て
十
ア
ー
ル
当
り
二
〇
C
ぞ
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
こ
の
時
期

は
雨
が
多
い
の
で
雨
間
を
見
て
防
除

を
し
て
く
だ
さ
い
．
、

下

幼
穏
形
成
期

　
　
　
　
　
間

　
　
》
帆

鑑効分

けつ期
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中ヒ卜

　
中

【
’

上卜

　
中
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成
熟
期

落
水

‘
　
邑
『

「

出
穂
期

「
多
．
乙
▼

　
，
』
幽

間断かん水
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弥
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．
へ
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枝
梗
い
も
ち
病
の
防
除
は
、
穂
揃

期
に
飛
散
し
て
く
る
い
も
ち
病
の

胞
子
か
ら
守
る
た
め
に
防
除
し
ま
す

の
で
、
薬
剤
が
穂
の
枝
梗
に
十
分
か

か
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
、
．

　
又
、
散
布
時
間
は
、
水
稲
の
開
花

が
終
る
午
前
十
】
時
頃
よ
り
夕
方
に

か
け
て
行
い
ま
す
が
、
カ
メ
ム
シ
と

の
同
時
防
除
と
な
り
ま
す
と
、
カ
メ

ム
シ
は
昼
間
の
暑
い
時
間
帯
に
は
稲

の
下
の
方
に
お
り
て
、
夕
方
涼
し
く

な
る
と
穂
に
上
っ
て
き
て
加
害
し
ま

す
の
で
、
夕
方
の
防
除
が
有
効
で
す
．
、

　
カ
メ
ム
シ
の
防
除
に
あ
た
っ
て
は

カ
メ
ム
シ
は
臭
い
に
敏
感
で
す
ぐ
に

逃
散
し
ま
す
の
で
、
風
下
よ
り
直
接

カ
メ
ム
シ
に
か
か
ら
な
い
と
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
　
薬
剤
は
ヒ
ノ
バ
イ
ジ
ッ
ト
粉
剤

ト
ア
ー
ル
当
り
四
㎏
、
又
は
ヒ
ノ
バ

イ
ジ
ッ
ト
乳
剤
の
六
C
こ
珍
聞
を
十

ア
ー
ル
当
り
二
C
⊂
を
散
布
し
て
く

だ
さ
い
、

　
カ
メ
ム
シ
の
防
除
は
穂
早
期
と
カ

メ
ム
シ
の
一
番
多
く
な
る
乳
熟
期
の

二
回
の
防
除
が
必
要
で
す
、
乳
熟
期

の
乳
剤
に
よ
る
防
除
は
、
農
薬
安
全

使
用
基
準
に
よ
る
と
バ
イ
ジ
ッ
ト
・

ス
ミ
チ
オ
ン
剤
は
収
穫
二
十
五
日
前

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
粉
剤

で
の
防
除
と
な
り
ま
す
．
．

二
、
将
軍
い
も
ち
病
、
カ
メ
ム
シ

三
、
水
管
理

　
バ
イ
ン
ダ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
の
導

入
で
、
早
期
水
稲
の
落
水
は
穂
が
出

て
十
日
も
す
る
と
水
を
落
す
人
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
、
落
水
が
早
い
と

品
質
が
悪
く
な
り
、
又
、
収
量
も
低

く
な
り
ま
す
，
湿
田
以
外
で
は
、
収

穫
一
週
間
前
ま
で
は
間
断
か
ん
水
か
、

通
し
水
程
度
に
保
ち
、
絶
対
に
地
面
が
自

く
乾
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
一
．

　
五
月
下
旬
～
六
月
上
旬
に
田
植
さ

れ
た
普
通
期
水
稲
は
、
六
月
下
旬
で

有
効
分
け
つ
終
止
期
と
な
り
、
以
降

に
発
生
す
る
分
け
つ
は
無
効
分
け
つ

と
な
り
ま
す
．
．
七
月
上
旬
か
ら
中
旬

に
か
け
て
は
中
干
し
の
時
期
で
も
あ

り
、
最
終
の
除
草
期
と
も
な
り
ま
す
、

中
干
し
に
つ
い
て
は
六
月
号
の
早
期

水
稲
で
書
い
て
い
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い

　
2
4
　
D
の
散
布
、
時
期
、
方
法
は

分
け
つ
の
確
保
（
分
け
つ
が
三
十
本

程
度
）
が
で
き
た
ら
分
け
つ
止
め
と
、

除
草
を
兼
ね
た
2
4
－
－
D
の
散
布
時

期
で
す
一
．
水
中
2
4
　
D
粒
剤
の
散

布
は
、
深
水
に
し
て
、
雑
草
が
か
く

れ
る
程
度
と
し
、
散
布
後
は
三
～
四

日
間
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
．
．
掛
流
し
や
水
を
落
す

と
効
果
が
な
く
な
り
ま
す
．

　
又
、
2
4
旨
D
は
ホ
ル
モ
ン
剤
で

す
の
で
、
早
過
ぎ
る
と
葉
が
ロ
ー
ル

状
に
な
っ
た
り
、
又
、
お
そ
過
ぎ
て

減
数
分
裂
期
ま
で
薬
効
が
残
る
と
、

籾
が
飛
ん
だ
り
、
花
粉
が
で
き
ず
不

稔
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

適
期
に
散
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
．

　
出
穂
三
十
日
前
頃
ま
で
に
は
散
布

を
終
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．
．

、
つご、

つ
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七
月
の

　　

@
病
害
虫
防
除

㎝
も
ん
が
れ
病

　
も
ん
が
れ
病
は
、
高
温
多
湿
の
条

件
下
で
発
生
し
ま
す
．
一
特
に
畦
畔
雑

草
の
繁
茂
等
で
畦
畔
の
風
通
し
が
悪

く
な
っ
た
り
、
つ
け
苗
を
何
時
ま
で

も
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
そ
こ

か
ら
も
ん
が
れ
病
が
発
生
し
、
七
月

上
旬
頃
か
ら
水
面
で
横
に
広
が
り
、

七
月
下
旬
よ
り
稲
が
伸
長
し
始
め
る

と
、
下
位
葉
鞘
よ
り
上
位
葉
鞘
に
移

動
し
ま
す
の
で
、
七
月
上
旬
の
も
ん

が
れ
初
発
時
に
ア
ソ
バ
ッ
サ
粉
剤
か

ネ
オ
ア
ソ
ジ
ン
液
剤
一
、
五
〇
〇
倍

と
バ
ッ
サ
乳
剤
一
、
○
○
○
倍
の
混

　カメムシの
防除を2回したから

　　　　今年は安心だ

織

O穂首いもちは下葉のいもち

　病を抑えることだ！

0枝吉いもちは穂揃期の防除

　が大切だ、　　　　　　ノ

馨
り
　
　
　
　
　
、

◎
9
．

つ
’

合
剤
を
十
ア
ー
ル
当
り
一
五
〇
セ
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ネ
オ
ア
ソ
ジ
ン
剤
は
、
ひ

そ
剤
で
す
の
で
、
花
粉
を
つ
く
る
七

月
下
旬
以
降
に
散
布
す
る
と
花
粉
が

で
き
ず
不
稔
と
な
り
ま
す
の
で
、
散

布
時
期
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
．
．

　
②
早
い
も
ち
病

　
毎
年
梅
雨
の
時
期
に
細
い
も
ち
病

の
発
生
が
あ
り
、
ひ
ど
い
所
で
は
ズ

り
込
み
い
も
ち
病
と
な
り
防
除
が
大

変
で
す
が
、
前
月
号
に
書
い
た
よ
う

に
い
も
ち
病
は
予
防
が
大
切
で
す
．
、

　
も
し
、
い
も
ち
病
が
出
て
い
て
も

普
通
の
年
で
は
、
梅
雨
明
け
後
の
好

天
と
、
温
度
上
昇
（
い
も
ち
病
は
3
0

℃
以
上
に
な
る
と
菌
が
停
滞
し
て
休

眠
状
態
と
な
る
）
で
回
復
し
ま
す
の

で
、
七
月
中
、
下
旬
で
は
意
い
も
ち

は
問
題
と
な
り
ま
せ
ん
．
、
し
カ
し

年
に
よ
っ
て
は
低
温
で
雨
が
多
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　まわりが桑園だから

うちは乳剤や粒剤で

ウンカの防除をするんだ

1‘’ Z

縛

9

駕

．
’
o

・
と
ウ

　一・（繋1鰯蜘ε
’脈，＿・㌻

水かん断間

水管理の一例

　水浅

刈
取
り

活
着

田
植

　
薬
剤
は
、
ビ
ー
ム
水
和
剤
か
粉
剤

又
は
、
予
防
と
治
療
効
果
の
あ
る
カ

ス
ラ
ブ
サ
イ
ド
剤
で
防
除
し
て
く
だ

さ
い
。

⑧
夏
ウ
ン
カ
、
秋
ウ
ン
カ

　
夏
ウ
ン
カ
（
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
）
と

秋
ウ
ン
カ
（
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
）
は

六
月
中
旬
頃
よ
り
梅
雨
明
け
に
か
け

て
、
中
国
大
陸
や
南
方
よ
り
梅
雨
前

線
に
乗
っ
て
飛
来
し
て
北
上
し
ま
す
。

七
月
上
旬
の
梅
雨
前
線
が
北
上
す
る

頃
が
一
番
飛
来
が
多
く
、
又
、
飛
来

量
は
年
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
昨
年

の
よ
う
に
飛
来
量
は
少
く
て
も
、
八

月
に
雨
が
多
い
と
防
除
が
で
き
ず
、

九
月
に
な
っ
て
坪
が
れ
を
出
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
、　
夏
・
秋
ウ
ン
カ
の
防
除
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
飛
来
し
て
き
た
ウ
ン
カ
を
殺

す
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
飛
来
が
六

月
中
旬
～
七
月
上
旬
と
長
期
間
に
ダ

ラ
ダ
ラ
と
続
く
の
で
、
防
除
の
適
期

を
つ
か
む
の
が
大
変
で
す
．
、

　
一
応
の
メ
ド
と
し
て
は
梅
雨
前
線

が
北
上
す
る
七
月
上
旬
に
大
量
に
飛

来
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
飛
来
し

て
二
～
三
日
は
体
力
を
つ
く
る
た
め

に
、
稲
の
栄
養
分
を
吸
収
し
て
、
体

力
を
つ
く
っ
て
か
ら
産
卵
に
移
り
ま

す
。
こ
の
産
卵
を
す
る
前
に
防
除
す

る
こ
と
が
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
役
場
、

農
協
の
情
報
に
従
い
す
み
や
か
に
防

除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ウ
ン
カ
は
、
こ
の
時
期
に

稲
の
や
わ
ら
か
く
て
色
の
濃
い
水
田

に
多
く
飛
来
し
ま
す
。

　
中
干
し
等
で
稲
の
葉
色
を
落
し
、

稲
を
固
く
す
る
こ
と
も
耕
種
的
防
除

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
薬
剤
は
、
も
ん
が
れ
病
と
の
同
時

防
除
剤
と
し
て
ア
ソ
バ
ッ
サ
粉
剤
、

又
は
、
ネ
オ
ア
ソ
ジ
ン
と
バ
ッ
サ
乳

剤
の
混
合
剤
で
株
元
に
十
分
か
か
る

よ
う
に
し
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

勾
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
（
葉
巻
虫
）

　
夏
・
秋
ウ
ン
カ
と
同
様
に
、
日
本

で
は
越
冬
し
ま
せ
ん
し
、
ウ
ン
カ
と

同
時
に
梅
雨
前
線
に
乗
っ
て
北
上
し

て
き
ま
す
が
、
そ
の
量
は
年
に
よ
り

差
が
大
き
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い　
防
除
に
つ
い
て
は
次
号
で
書
き
ま

す
．
．

大
豆
・
そ
ば
を

作
り
ま
し
ょ
う

　
秋
大
豆
の
播
種
の
適
期
は
七
月
F

五
日
か
ら
二
十
五
日
で
す
．
一
品
種
は

大
粒
で
多
収
良
質
の
フ
ク
ユ
タ
カ
を

推
め
て
い
ま
す
、
共
同
利
用
機
械
と

し
て
播
種
機
、
脱
心
機
、
選
粒
機
を

用
意
し
て
い
ま
す
．
、

　
そ
ば
は
、
転
作
作
物
及
び
未
利
用

畑
の
作
物
と
し
て
ミ
ヤ
ザ
キ
オ
オ
ツ

ブ
の
作
付
を
推
め
て
い
ま
す
．
．

　
昨
年
度
の
そ
ば
粉
は
、
宮
崎
市
で

開
か
れ
た
味
の
カ
ー
ニ
バ
ル
と
牧
水

庵
で
展
示
即
売
を
い
た
し
ま
し
た
が

好
評
の
売
れ
行
き
で
、
現
在
は
品
不

足
の
状
況
で
す
。
そ
ば
は
短
期
間
で

労
力
も
余
り
必
要
と
せ
ず
、
山
間
迫

田
の
休
耕
田
等
に
作
付
け
て
、
町
の

特
産
品
と
し
て
育
て
ま
し
ょ
う
．
．

　
尚
、
そ
ば
粉
を
保
有
し
て
い
る
方

は
農
林
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

牧
水
庵
で
五
〇
〇
μ
．
．
四
百
円
で
販
売

い
た
し
ま
す
。
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川
と
人
々
と
の
つ
な
が
り
は
、
遠

い
昔
か
ら
深
い
か
か
わ
り
あ
い
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
昔
、
川
の
ほ
と
り
に
人
々
が
集
り

集
落
を
形
成
し
、
洪
水
と
た
た
か
い

な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
は
水
の
活
用

に
つ
い
て
創
意
工
夫
を
行
い
、
農
業

を
中
心
と
し
た
産
業
や
経
済
を
発
展

さ
せ
て
き
ま
し
た
．
．

　
今
日
に
お
い
て
も
、
利
水
の
点
で

農
業
用
水
、
水
力
発
電
、
上
水
道
、

工
業
用
水
に
役
立
っ
て
い
る
ほ
か
、

ビ
ル
を
建
築
す
る
際
等
に
使
用
す
る

砂
利
を
供
給
し
た
り
、
ア
ユ
、
コ
イ
、

＜
み
ん
な
の
川
を
キ
レ
イ
に

ウ
ナ
ギ
等
水
産
資
源
の
増
殖
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
日
本
経
済
の
発
展
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
た
物
質
的
豊
か
さ
の
中
で
、
い

じ
め
や
青
少
年
の
非
行
な
ど
精
神
的

な
貧
困
に
起
因
す
る
問
題
が
大
き
な

社
会
的
問
題
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
今
日
、
自
然
に
親
し
み
、
精

神
的
豊
か
さ
を
求
め
る
う
え
で
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
川
と
の
ふ
れ
あ

い
が
一
層
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

河
川
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
、
キ

ャ
ン
プ
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
野

球
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
多
く

の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

【
方
で
は
ゴ
ミ
類
の
投
棄
や
家
庭
排

水
等
に
よ
る
汚
濁
な
ど
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
毎
年
七
月
を
河

川
愛
護
月
間
と
し
て
「
川
を
美
し
く

大
切
に
し
ょ
う
」
と
い
う
運
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
運
動
の

一
環
と
し
て
、
小
中
高
生
を
対
象
に

コ
河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
L
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
多
数
応
募
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

。
営
量
雲
量
量
魯
曾
μ
評
ク
量
量
量
¢
馬
食
を
を
ク
を
量
蚕
食
量
を
量
を
ク
童
姿
童
を
レ
食
篭

響
鐸
誰
愛
野
よ
う
霧

　
コ
ツ
コ
ツ
と
貯
め
た
お
年
寄
り
の

大
切
な
お
金
を
、
サ
ギ
に
ひ
と
し
い

手
口
で
、
そ
っ
く
り
む
し
り
取
っ
て

し
ま
お
う
と
い
う
実
に
悪
質
な
情
報

が
、
近
ご
ろ
目
立
っ
て
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
豊
田
商
事
の
金
商
法
で
全
国
に
た

く
さ
ん
の
被
害
者
が
出
て
「
な
ん
て

ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
ノ
．
」
と
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法

の
網
を
く
ぐ
り
、
お
年
寄
り
を
食
い

も
の
に
し
よ
う
と
す
る
業
者
は
何
も

豊
田
商
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
入
れ
替
わ
り
立
ち
替

わ
り
、
手
を
変
え
品
を
変
．
え
お
年
寄

り
を
ね
ら
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
周
り
の
人

た
ち
も
十
分
気
を
つ
け
、
被
害
を
防

ぐ
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
現
物
ま
が
い
商
法

　
代
金
を
受
取
っ
て
お
き
な
が
ら
、

現
物
を
渡
さ
ず
預
り
証
を
渡
し
て
現

物
を
売
っ
た
こ
と
に
す
る
ふ
と
ど
き

な
商
売
、
こ
れ
が
「
現
物
ま
が
い
商

法
」
で
す
。
現
物
の
代
わ
り
に
紙
切

れ
の
証
券
に
す
り
か
え
る
の
で
“
ペ

ー
パ
ー
商
法
”
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　
豊
田
商
事
の
金
商
法
は
正
に
こ
れ

で
、
金
の
現
物
を
売
っ
た
形
に
し
て

代
金
を
取
り
、
「
純
金
○
○
証
券
」

と
い
っ
た
預
り
証
を
渡
し
、
肝
心
の

金
は
買
い
主
に
渡
さ
な
い
の
で
す
。

　
金
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
プ
ラ
チ
ナ

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
曲
豆
田
商
事
以

外
に
も
同
様
な
業
者
が
い
ま
す
。

　
キ
ン〔
金
商
法
に
ひ
っ
か
か
っ
た
実
例
〕

　
七
十
三
歳
、
　
一
人
暮
ら
し
の
女
性

の
家
に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
れ
「
お

ば
あ
さ
ん
、
金
は
絶
対
値
上
が
り
す

る
の
で
も
う
か
り
ま
す
よ
。
第
一
、

三
百
万
円
以
上
の
貯
金
を
持
っ
て
い

る
と
、
利
息
の
半
分
は
税
金
で
持
っ

て
い
か
れ
ま
す
」
と
金
を
買
う
よ
う

に
す
す
め
、
強
引
に
車
に
乗
せ
て
郵

便
局
、
銀
行
を
回
り
預
貯
金
を
下
ろ

さ
せ
た
。
そ
の
足
で
業
者
の
事
務
所

に
連
れ
て
行
き
、
七
百
万
円
分
の
金

を
買
わ
せ
る
。
そ
し
て
「
持
っ
て
い

る
と
危
険
だ
か
ら
」
と
現
物
の
代
わ

り
に
預
り
証
だ
け
渡
し
た
。
そ
の
後

金
を
渡
す
よ
う
に
請
求
す
る
と
「
と

ん
で
も
な
い
。
解
約
し
た
け
れ
ば
三

〇
％
の
解
約
料
を
出
せ
」
と
す
ご
ん

だ
。　

こ
の
よ
う
な
消
費
生
活
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
相
談
や
苦
情
に
応
じ
る

制
度
と
し
て
、
県
が
行
っ
て
い
る
「
く

ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
が
あ

り
、
本
町
で
は
次
の
三
名
の
方
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委
嘱
を
受
け
、

相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
、
三

名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
役
場
企
画
財

政
課
で
、
い
つ
で
も
応
じ
る
態
勢
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
一
回

老
人
福
祉
館
で
行
わ
れ
て
い
る
行
政

相
談
、
心
配
ご
と
相
談
の
日
に
、
消

費
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
方
が
相
談
に
応
じ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。〔
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
東
村
力
ズ
ミ
　
小
野
田

　
　
　
　
　
　
奮
六
九
1
一
＝
一
九
六

　
寺
原
洋
子
　
　
坪
谷

福
良
俊
美

費
六
九
－
七
四
二
五

　
小
野
田

容
六
九
－
二
四
九
四

惹

・
つこ“、

つ町報と（7）昭和61年7月号

東郷巨浪を開催
　宮崎銀行日向支店のロビーで町内の農産品、

木工品、織物、繊維製品等を6月3日から21日ま

まで展示し紹介。

岬噸転．
難
鱗
蟻
蹴
謄
＝

宮銀東郷代理店が開店

響
」

　宮銀東郷代理店が、元田中医院跡地に

6月16日開店。預金業務全般（当座預金

を除く）。消費ローン、送金などの取次ぎ

業務を取扱います。

バザーの収益金を寄付

　町商工会婦人部（南美保子会長ほか44名）

は、昨年の牧水生誕100年祭及び県育林祭の

際行ったバザーの収益金の一部を、社会福祉

に役立ててくださいと、町社会福祉協議会に

寄付しました。

近きつさ

　町文化協会のさつき同好会員による「さつき展」

を、5月25日から3日間開催。会貝の丹精したさつ

き133点が出品され、会場に訪れた人々の目を和ま

せていました。

早
朝
ソ
フ
ト
大
会

　
東
郷
町
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
前
期
）
が
、
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場

に
四
月
十
七
日
目
ら
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
五
月
三
十
一
日
に
全
て
が

終
了
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
の
実
力
に
応
じ
た
A
ク
ラ

ス
か
ら
D
ク
ラ
ス
の
二
十
五
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
各
チ
ー
ム
と
も
ク
ラ
ス

優
勝
を
ね
ら
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
後
期
は
七
月
一
日

か
ら
の
予
定
）

〔
A
ク
ラ
ス
〕

　
福
瀬
ク
ラ
ブ
　
五
勝
一
敗

〔
B
ク
ラ
ス
〕

　
鶴
野
内
ク
ラ
ブ
　
四
勝
一
敗

〔
c
ク
ラ
ス
〕

　
福
瀬
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
　
四
勝
一
敗

〔
D
ク
ラ
ス
〕

　
小
野
田
O
B
四
勝
一
分

愛’

それは献血

愛の血液
助け合い運動

7月1日～31日
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圃
む

　
牧
水
生
家
と
記
念
館
を
見
て
牧
水

橋
を
渡
る
と
、
珍
ら
し
い
形
を
し
た

木
造
り
の
家
が
あ
り
ま
す
．
こ
れ
が

牧
水
庵
で
す
．
．
こ
の
牧
水
庵
は
記
念

館
を
訪
れ
た
観
光
客
の
た
め
の
休
憩

所
で
す
　
庵
の
中
に
見
え
た
方
に
お

茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
い
た
し
ま
す
、
庵

の
中
に
は
地
場
産
品
の
牧
水
漬
、
そ

ば
粉
、
醤
油
の
実
、
牧
水
セ
ン
ベ
イ

等
売
ズ
．
げ
、
町
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
に

弥
ば
れ
て
い
ま
す
一

　
四
月
三
日
開
庵
で
四
月
六
日
の
日

　
仲
当
馬
の
婦
人
会
が
行
っ
た

く
農
産
品
の
青
空
市
場
（
五
月
三
日
）

㌧鉾
昏劃ゆ㌃
乳

、　　　　4“　ム＿

妻
琴
渉

謬繋．愉
補『＝一φ己
7

曜
日
に
は
百
五
十
余
人
の
観
光
客
が

あ
り
売
店
の
品
物
が
空
っ
ぽ
に
な
る

程
の
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
観
光
客
に
目
を
つ
け
た
の
が

懇
志
公
民
館
長
と
婦
人
会
長
で
あ
り

ま
す
。
牧
水
庵
の
前
庭
を
使
わ
し
て

貰
っ
て
、
青
空
市
場
を
開
く
こ
と
を

協
議
し
、
早
速
五
月
三
、
四
、
五
日

の
連
休
目
標
に
具
体
的
計
画
立
案
、

仲
深
公
民
館
で
公
民
館
長
、
婦
協
長

中
心
に
役
員
が
二
日
間
も
打
合
せ
を

し
た
の
で
す
．
、
市
場
に
出
す
品
物
の

選
定
、
値
段
の
決
定
、
品
物
持
込
み

の
方
法
、
当
日
の
係
人
数
の
割
当
塵

土
さ
ん
真
剣
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し

た
一
．　

愈
々
五
月
三
日
を
迎
え
た
の
で
す
．
、

ど
ん
よ
り
と
し
た
空
模
様
、
半
張
り

切
っ
て
品
物
を
持
ち
込
む
、
野
菜
で

は
大
根
、
フ
キ
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、

ク
サ
ギ
ナ
等
、
竹
の
子
、
小
豆
、
そ

ば
粉
、
ラ
ヴ
キ
ョ
ウ
、
醤
油
の
実
、

牧
水
漬
（
朝
鮮
漬
）
ダ
ン
ゴ
、
ワ
ラ

ビ
の
干
し
た
も
の
、
チ
マ
キ
そ
の
他
、

二
張
り
の
テ
ン
ト
一
杯
に
並
べ
ら
れ

た
。
卜
時
過
ぎ
に
は
既
に
お
客
が
見

え
た
。
牧
水
庵
に
入
っ
て
お
茶
を
飲

む
人
、
市
場
に
立
ち
寄
る
人
、
正
午

す
ぎ
に
は
相
当
多
く
の
来
客
で
、
品

物
は
面
白
く
売
れ
た
の
で
す
．
、
中
に

は
品
物
が
売
り
切
れ
て
家
に
と
っ
て

か
え
す
役
員
さ
ん
も
い
た
。
つ
り
銭

が
無
く
な
っ
た
と
言
っ
て
公
民
館
長

さ
ん
は
ど
こ
か
へ
車
で
出
か
け
た
．
、

チ
マ
キ
は
ま
た
た
く
間
に
売
り
切
れ

た
。
醤
油
の
実
は
食
べ
方
が
分
ら
な

い
お
客
さ
ん
も
あ
る
の
で
、
食
べ
方

を
教
え
て
売
っ
て
い
る
。
ワ
ラ
ビ
の

干
し
た
も
の
や
そ
ば
粉
等
町
外
の
人

に
は
珍
ら
し
い
の
で
し
ょ
う
。

　
か
く
し
て
第
一
日
は
大
成
功
、
第

二
日
の
五
月
四
日
、
相
変
ら
ず
の
曇

り
空
、
客
足
が
に
ぶ
い
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
た
が
、
相
当
あ
っ
た
．
、

私
も
十
時
頃
に
気
に
な
っ
て
行
っ
て

見
た
が
、
お
客
は
多
か
っ
た
。
木
村

助
役
さ
ん
も
気
に
な
っ
て
お
見
え
で

し
た
。
第
三
日
目
は
雨
で
客
足
は
悪

か
っ
た
。

　
三
日
間
に
訪
れ
た
客
は
約
九
百
人

余
り
で
、
売
り
上
げ
も
考
え
て
い
た

よ
り
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
．
．

　
仲
深
婦
人
会
の
計
画
は
大
成
功
で

す
。
そ
の
後
も
日
曜
日
毎
こ
の
市
場

を
続
け
て
い
ま
す
．
、
仲
深
婦
人
会
は

今
後
は
、
改
良
普
及
所
の
指
導
を
受

け
野
菜
作
り
、
加
工
品
作
り
に
益
々

の
研
究
を
深
め
て
ゆ
く
と
張
り
き
っ

て
い
ま
す
、

　
　
東
郷
町
新
ひ
む
か
づ
く
り
町
民
会
議

　
　
　
　
会
長
都
甲
鶴
男

■
髄
6
噸
●
9
ら
◎
■
り
ら
；
奉
ら
奪
ら
隻
ら
奮
◎
曙
6
奮
◇
艦
◇
艦
◎
ら
◇
暫
噸
勢
◎
昏
噸
輩
1
㌻
■
り
■
，
ら
，
◎
辱
ら
魯
ら
●
奄
も
◇
．
▼
噸
亀
◎
亀
噸
聾

ri獲総堀置
晟磁、患嶺釜、

母
の
事（そ

の
二
）

塩
月
儀
市

　
或
時
は
ま
た
声
も
枯
れ
果
て
、
た

ぐ
し
く
／
＼
と
頬
を
抑
へ
て
泣
い
て

い
る
と
、
母
は
為
か
け
た
仕
事
を
捨

て
お
い
て
私
を
背
に
負
い
な
が
ら
釣

竿
を
提
げ
て
渓
へ
降
り
て
行
っ
た
．
、

そ
う
し
て
何
か
彼
か
断
え
ず
私
に
話

し
か
け
な
が
ら
岩
か
ら
岩
を
伝
っ
て

小
さ
な
魚
を
釣
っ
て
呉
れ
た
。
い
ま

思
へ
ば
そ
の
頃
の
母
は
四
十
前
後
で

あ
っ
た
ろ
う
が
、
ど
う
し
た
も
の
か

私
に
は
二
十
歳
前
後
の
人
と
想
像
せ

ら
れ
て
な
ら
な
い
．
、
母
と
い
・
り
よ
り

姉
の
気
が
し
た
。
更
に
親
し
い
女
の

友
達
で
あ
っ
た
様
に
も
思
は
れ
て
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
私
は
前
に
断
え
ず
山
に
入
り
込
ん

で
遊
ん
で
い
た
と
書
い
た
。
こ
の
癖

を
私
に
植
え
た
の
は
ま
さ
し
く
私
の

母
で
あ
っ
た
一
．
彼
女
は
実
は
そ
う
し

て
山
に
入
っ
て
蕨
を
摘
み
筍
を
も
ぎ
、

栗
を
拾
う
こ
と
を
喜
ん
だ
。
蕨
汁
や

栗
飯
を
焚
く
と
い
う
以
外
に
摘
む
こ

と
拾
う
こ
と
が
面
白
か
っ
た
の
で
あ

る
．
．
父
と
言
い
合
い
を
し
た
後
な
ど
、

彼
女
は
必
ず
籠
を
提
げ
て
山
へ
入
っ

て
行
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
時
必
ず
私

は
そ
の
あ
と
を
追
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
わ
り
、
さ
わ
り
と
微
か
な
音
を
立

て
な
が
ら
深
い
藪
の
中
で
前
か
が
み

に
な
っ
て
筍
を
探
し
て
行
く
彼
女
の

姿
を
、
私
は
今
で
も
あ
り
／
＼
と
眼

の
前
に
描
く
こ
と
が
出
来
る
、

　
半
日
も
山
の
中
に
居
よ
う
と
い
う

時
な
ど
、
彼
女
は
念
入
り
に
辮
当
を

こ
さ
え
て
、
そ
し
て
小
さ
な
壕
に
酒

を
詰
め
て
籠
の
中
に
入
れ
て
行
っ
た
。

そ
し
て
私
を
相
手
に
見
晴
し
の
い
・

山
の
上
や
渓
ば
た
で
空
芝
を
使
う
の

を
常
と
し
た
．
．
父
も
そ
う
い
う
こ
と

は
好
き
で
あ
っ
た
が
、
世
父
さ
ん
の

ひ
お
ト
の
ま
レ
　
コ
ホ

は
大
仰
だ
か
ら
嫌
い
だ
と
母
は
い
つ

も
言
っ
て
い
た
．
．
私
の
国
で
は
殆
ん

ど
男
女
の
別
な
く
酒
を
嗜
む
が
、
母

は
こ
と
に
好
き
な
様
で
あ
っ
た
．
、

海

　
私
の
村
か
ら
海
岸
に
出
る
に
は
近

い
と
こ
ろ
で
は
僅
か
五
里
し
か
な
い

　
　
　
　
　
　
ロ
ノ
へ
こ

の
で
あ
る
が
、
四
辺
を
包
む
山
嶽
の

形
か
ら
宛
然
二
十
里
も
四
十
里
も
離

れ
た
、
山
深
い
所
の
様
に
思
わ
れ
て

な
ら
な
か
っ
た
。
で
、
母
に
連
れ
ら

れ
て
な
ど
、
附
近
で
も
や
・
高
い
山

の
頂
上
へ
行
っ
て
、
あ
れ
が
海
だ
、

と
指
ざ
さ
れ
る
と
、
実
に
異
常
の
も
の

を
見
る
様
に
、
胸
が
と
き
め
い
た
．
、

僅
か
に
白
く
煙
っ
た
り
光
っ
た
り
し

て
見
え
る
だ
け
で
、
海
と
い
う
も
の

が
果
し
て
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
殆

ん
ど
想
像
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ

た
。
兎
に
角
、
こ
の
方
角
に
海
が
あ

る
、
と
い
う
事
を
知
り
得
る
だ
け
で

非
常
な
満
足
で
あ
っ
た
．
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
種
に
種
々
雑
多
な
空
想
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
．
、
（
つ
づ
く
）

、
つ

こ“、
つ
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ﾙ
●
六
二

東
郷
病
院
長

　
　
　
山
　
本

宏

　
先
日
、
県
立
日
南
病
院
へ
転
任
さ

れ
た
河
野
先
生
に
引
き
続
い
て
、
今

月
か
ら
本
稿
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
度
、
河
野
先
生
の
後
任
に
赴
任

さ
れ
ま
し
た
山
元
香
代
子
先
生
は
、

小
児
科
が
本
来
の
専
門
な
の
で
す
が
、

当
院
で
は
小
児
科
と
内
科
の
両
科
を

担
当
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．
こ
れ
か
ら
毎
月
、
二
人
で
交

代
し
て
本
稿
を
書
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
一

　
ま
ず
今
回
は
、
農
山
村
に
比
較
的

脚
節
の
組
総

関節内靱帯

一靱帯

＼

関節包

「
．
囎

ど
多
く
み
ら
れ
る
「
変
形
性
膝
関
節
症
」

に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
．
．　
こ
の
病
気
は
、
頻
度
的
に
は
多
い

疾
患
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
と
い
っ
た
有
効
な
治
療
法
が
無
い

の
が
現
状
で
す
。
働
き
者
の
お
年
寄

り
な
ど
が
、
膝
が
痛
い
と
か
、
膝
が

腫
れ
る
と
か
、
歩
く
の
が
辛
い
な
ど

と
い
っ
た
訴
え
で
病
院
に
来
ら
れ
ま

す
「
．
膝
に
か
か
る
負
荷
と
そ
れ
に
よ

っ
て
お
こ
る
軟
骨
の
破
壊
が
、
こ
の

病
気
の
本
態
で
、
重
い
物
な
ど
を
持

っ
て
山
道
を
登
り
降
り
し
た
り
す
る

こ
と
で
膝
関
節
に
負
担
が
か
か
る
こ

と
で
痛
み
を
感
じ
、
そ
の
状
態
が
進

む
と
変
形
が
生
じ
て
来
ま
す
、

　
以
前
は
治
療
と
し
て
よ
く
膝
関
節

内
へ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
注
射
が
よ
く
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
、
こ
の
方
法
は
、

一
時
的
に
胃
痛
の
緩
和
は
認
め
ら
れ

て
も
繰
り
返
す
こ
と
で
骨
を
徐
々
に

破
壊
し
、
ス
テ
ロ
イ
ド
関
節
症
と
い

っ
た
実
に
や
っ
か
い
な
副
作
用
を
起

こ
し
て
来
ま
す
．
、
現
在
で
は
、
殆
ど

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
治
療
で
す
．
、

　
で
は
、
注
射
以
外
で
、
ど
の
様
な

治
療
法
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
先

づ　
0
症
状
の
強
い
と
き
は
安
静
が
第

一
で
す
。
特
に
、
夜
間
の
安
静
を
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
．

　
⇔
次
に
、
理
学
療
法
（
温
熱
療
法

や
低
周
波
療
法
な
ど
）
が
行
わ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
、

　
ω
抗
炎
症
・
鎮
痛
剤
を
内
服
す
る

と
い
っ
た
治
療
法
を
症
状
に
合
わ
せ

て
適
当
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
自
宅
で
で
き
る
治
療
と
し
て
は
、

夜
間
の
安
静
を
保
つ
こ
と
以
外
に
大

腿
四
頭
筋
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
起
床
直
後
や
就
寝
前
に
寝
た
ま

ま
の
姿
勢
で
膝
が
し
ら
の
お
皿
を
上

に
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
て
大
腿
（

太
も
も
）
に
力
を
入
れ
て
同
部
の
筋

力
を
つ
け
る
方
法
で
す
。

　
こ
の
運
動
に
よ
っ
て
膝
に
か
か
る

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
、

根
本
的
な
治
療
法
が
な
い
現
況
で
は
、

前
記
の
治
療
に
頼
る
他
は
あ
り
ま
せ

ん
。
低
周
波
治
療
で
、
膝
が
軽
く
な

っ
た
と
か
、
曲
が
っ
て
い
た
膝
が
伸

び
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
声
を
聞

く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
薬
を
飲

む
よ
う
に
な
っ
て
痛
み
が
軽
く
な
っ

た
と
い
う
人
も
多
く
い
ま
す
。
生
命

に
異
常
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
病
気
は
本
当
に
や
っ
か

い
な
も
の
で
す
。
．
根
気
よ
く
対
症
療

法
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　
次
回
は
山
元
香
代
子
先
生
に
小
児

の
病
気
に
つ
い
て
書
い
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
宮
崎
県
交
通
安
全
対

策
推
進
本
部
に
あ
っ
て
は
、
七
月
を

「
暴
走
族
追
放
運
動
月
間
」
に
指
定

し
て
、
県
下
一
斉
に

　
「
暴
走
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。

　
　
　
ゆ
る
さ
な
い
。
」

の
三
な
い
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
小
さ
な
事

で
も
お
近
く
の
派
出
所
等
へ
ご
一
報

を
お
願
い
致
し
ま
す
、

サ
イ
レ
ン
に
注
意

1
ー
ダ
ム
放
水
1
1

派
出
所
だ
よ
り

少
年
の
非
行
を

　
　
　
防
止
し
よ
う

　
少
年
の
非
行
は
、
全
国
的
に
は
、

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
本
県
の
場
合
は
、
昭

和
五
十
五
年
以
降
連
続
し
て
増
加
傾

向
を
示
し
て
い
ま
す
。
質
的
に
も
悪

質
、
凶
悪
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
の
非
行
を
み
ま
す
と
、
少
年

自
身
が
欲
望
や
感
情
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ず
衝
動
的
に
非
行
に
走
る
と

い
う
共
通
点
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

青
少
年
に
よ
る
柔
、
剣
道
等
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
、
あ
る
い
は
環
境
美
化
等

の
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
て
少
年
達

に
自
制
心
や
克
己
心
、
連
帯
感
等
を

は
ぐ
く
む
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
次
の
世
代
を
担
う
少

年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
に
、
学

校
、
地
域
、
社
会
が
お
互
い
手
を
取

り
合
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
真
剣
に
努

力
い
た
し
ま
し
よ
う
。

暴
走
族
を

　
　
　
追
放
し
よ
う

　
例
年
、
夏
は
ド
ラ
イ
バ
ー
や
沿
道

住
民
に
危
険
や
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い

る
暴
走
族
（
行
為
者
）
が
、
最
も
多

く
出
没
す
る
季
節
で
す
。

　
九
州
電
力
の
水
力
発
電
所
で
は
、

雨
の
降
る
量
に
よ
り
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
た
め
、
川
の
水
が
急
に
増
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
一
．

　
放
流
の
前
に
は
、
次
の
よ
う
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

く
＼

＼＼

＼
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�
備
講
習
会

一、

�
t
期
間

　
　
昭
和
6
1
年
6
月
6
日
か
ら

　
　
昭
和
6
1
年
7
月
1
2
日
ま
で

二
、
講
習
期
間

　
　
昭
和
6
1
年
7
月
2
0
日
か
ら

　
　
昭
和
6
1
年
7
月
2
6
日
ま
で

※
受
講
者
の
範
囲
な
ど
く
わ
し
い
こ

と
は
住
民
課
福
祉
係
へ

宮
崎
県
保
母
試
験

たなばた（7月7日）

一、

�
t
期
間

　
　
昭
和
6
1
年
7
月
1
日
か
ら

　
　
昭
和
6
1
年
7
月
1
5
日
ま
で

二
、
試
験
日

　
　
昭
和
6
1
年
8
月
1
9
日
置
ら

　
　
昭
和
6
1
年
8
月
2
2
日
ま
で

※
受
験
資
格
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

住
民
課
福
祉
係
へ

一
九
番
の

　
ス
ピ
ー
ド
化

　
六
月
一
日
か
ら
、
日
向
市
消
防
庁

舎
が
日
向
市
日
知
屋
に
移
転
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
の
移
転
に
伴
い
火
災
、

救
急
等
の
通
報
（
］
一
九
番
）
の
取

扱
い
が
か
わ
り
ま
し
た
、

　
従
来
ま
で
の
一
一
九
番
通
報
は
、

役
場
で
受
け
て
日
向
市
消
防
署
に
連

絡
し
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
一
日
か

ら
は
直
接
日
向
市
消
防
署
が
応
対
す

る
こ
と
に
な
り
、
一
］
九
番
の
通
報

処
理
が
大
幅
に
ス
ピ
ー
ド
化
さ
れ
ま

し
た
、

　
今
後
と
も
一
一
九
番
通
報
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
の
こ
と
を
は
っ
き
り

通
報
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
．

▽
火
災
通
報
の
場
合

　
O
火
災
発
生
の
場
所
　
O
状
況

　
o
通
報
者
の
氏
名

▽
救
急
依
頼
の
場
合

　
O
患
者
の
所
在
　
O
状
況
　
O
通

　
報
者
の
氏
名

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
宮
崎
行
政
監
察
事

務
所
よ
り
担
当
係
官
が
来
町
し
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時
　
7
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

⑪
國
邑
a
姻
圏

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
7
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

結
核
検
診

　
結
核
検
診
が
7
月
2
8
日
目
ら
8
月

2
日
ま
で
の
6
日
間
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
受
検
し

病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
．
、

　
な
お
、
検
診
場
所
・
時
間
等
に
つ

い
て
は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、

取
引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い

て
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
7
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
追善

急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
羽
坂
の
橋
口
勝
美
さ
ん
か
ら

　
（
勝
一
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
福
良
信
「
さ
ん
か
ら

　
（
學
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

◎
高
鍋
町
の
戸
高
明
さ
ん
か
ら

　
（
重
右
衛
門
さ
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

◎
寺
中
の
黒
木
国
寛
さ
ん
か
ら

　
（
弥
市
さ
ん
・
7
5
歳
ご
死
去
）

◎
西
米
良
村
の
川
口
毅
さ
ん
か
ら

　
（
名
吉
さ
ん
・
隠
歳
ご
死
去
）

雛
糠
識
難
癖

　
　
（
五
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

直那野寺、本　　1

i

樋．稲 赤
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